


映画百年の歴史に愛をこめてヴ、エンタースが贈る新しい傑作!

果てしない夢を抱いてリスボンで失綜した映画監督の謎・.....

リスボンには夢がある。映画が誕生した頃

の夢を求めてリスボンで失跡、した映画監督の

謎を追う録音マンの物語、「リスボン物語」は、

ヴィム・ヴェンダースが「ベルリン・天使の

詩」に通じる夢と愛の心で描いたコメディー・

タッチの作品で、 95年カンヌ映画祭で喝采を

浴びた最新作。

『夢の涯てまでも J (91) 、「時の翼にのって/

ファラウェイ・ソー・クロース! J (93) と続

いた重量大作路線にひとつのピリオドを打つ

てのホ新しい出発。の作品だが、ホヴェンダー

スがロード・ムービーの初心にかえって、映

画を作る喜びを取りもどしていることが嬉し

く伝わってくるか(ル・モンド紙)、ホヴェンダ

ースならではの自由な感覚、魔術的なすばら

しい瞬間がいくつもあって、嬉しいヴエンダ

ースが更生っているか(ステュディオ誌)、ホ「リ

スボン物語」はいつか彼の作品歴での新たな

展開点として記憶されているだろう。詩的テ

ンションが実に高いか(リベラシオン紙)と絶

につつまれている。

長旅からドイツに帰った映画の録音マン、

フィリップ・ウインターは、親友で映画監督

のフリッツこと フリードリッヒ・モン口ー

からのホsos、録音機材を持ってリスボンに

来てくれ8 との知らせで、国境のなくなった

ヨーロッパを一路リスボンへ。しかしリスボ

ンに着くと、フリッツは失践していた。ウイ

ンターはフリッツの家で、美しい歌声のテレ

ーザとマドレデウスのグループや、ビデオ・

カメラをまわしている子供たちに出会い、彼

が撮影していたフィルムから彼の行方を探し

はじめる……。

ヴェンダースが映画への愛と尊敬をこめた

「リスボン物語」では撮影機や録音機も重要

な主役。監督フリッツの夢は「キ一トンのカ

メラマンJ (28) のような映画初期の自由その

ものの撮り方を取り戻すことだったから、こ

の映画に登場するのも、フランス製パルヴォ

の木製の撮影機で、なんと 1910年製。一方ウ

インターの録音機は、最新鋭のドイツ製ゼン

ハイザーのマイクにソニー製DAT 。歴史的撮

影機と最新録音機が感動のドラマを生んでラ

スト・シーンに突き進む。

ドイツからポルトガルから

精鋭クルーが結集!
主役は「都会のアリスJ (74) r さすらしり

(76) のも Mr. ロード・ムービーヘリュディガ

ー・フォーグラーがフィリップ・ウインター

を演じ、パトリック・ボーショーが「ことの

次第 J (81) と同じ映画監督モンロ一役で登場

する。そしてヒロインに、<マドレデウス>

のヴォーカルのテレーザ・サルゲイロが本人

役で出演。清楚な容姿で魅了し、天使の歌声

を存分に聞かせてくれる。さらに、 86 才のマ

ノエル・デ・オリヴェイラ監督も特別出演。

プロデューサーのパウ口・ブランコをはじめ、

ポルトガル側のスタッフは、オリヴェイラ映

画のおなじみが結集。この映画の実際の録音

マン、ピメンテルは「ことの次第」以来ポル

トガルでのヴェンダースの全作品を担当して

いる。ベルリンからは撮影にリザ・リンスラ

一、編集にぺーター・プルツィゴッダとアン

ヌ・シュネーほかロード・ムービーズの面々。

マドレデウスはいつも傍に
あってほしい音楽だ(ヴエンタ Lス)

「リスボン物語」で音楽、そしてヴォーカル

のテレーザはじめグループの面々も俳優とし

て登場するマドレデウスは、母国ポルトガル

のみならず世界中で人気のグループだ。 86 年

にホポルトガルの民族音楽と室内楽の融合、

そしてポルトガルの風景を音楽にすることか

を目指して結成。 87 年にリスボンのマドレデ

ウス地区の古い教会でライブ活動を始め、初

のアルバムを発表。 90 年のセカンド・アルバ

ム<海と旋律>がポルトガルで大ヒット。 93

年に初来日、さらにホンダのアコードの eM

曲に<海と旋律>が流れ、話題を呼んだ。

ヴェンダースとは 94 年春に出会って意気投

合、撮影に入る前に 9 曲を完成させてヴエン

ダースを驚かせた。\、つも傍にあってほしい

音楽、強くて、静詣で、情熱的で、平和な音

楽。とヴェンダースは言う。この映画のサウ

ンドトラックであるニューアルバム<アイン

ダ>は世界各国で映画公開に合わせてリリー

スされ、記録的なヒッ卜をとばしている。

.監督・脚本=ヴィム・ウ eェンダース、撮影=リザ・

リンスラ一、編集=ベーター・プルツィゴッダ、アン

ヌ・シュネ一、音楽=マドレデウス(サン卜ラ=東芝

EM!) 、ユルゲン・クニーパ一、録音=ヴァスコ・ピメ

ンテル、制作=ジョアン・力ニージョ、製作=ウルリ

ヒ・フェルスパーグ、パウロ・プランコ・リュディガ

ー・フォーグラ一、パトリック・ポーショー、マドレ

デウス、マノエル・デ・オリヴェイラ・ 1995 年ドイツ
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